
甲府市立中道北小学校

Ｒ0６.1.2４
発行 校長 江頭 俊哉

新年明けましておめでとうございます。輝かしい令和6年の初春
を迎え，今年も中道北小学校の子どもたち，保護者の皆様，地域の
皆様にとって，すばらしい一年になることを心から願っています。
本年も引き続きよろしくお願いいたします。
子どもたちも保護者の皆様も，冬休みに入ってからは，新年を迎

える準備などでお忙しい時間を過ごされたことと思います。そして，
元旦には，新しい年を迎え，どこか凜とした雰囲気の中でお過ごしにな
ったことと思います。そして子ども達一人一人も「今年はこんな年にしたい」「今年はこれをがん
ばろう」など前向きに考え，今年の抱負を決めていることと思います。その抱負が達成できるよう，
少しずつ努力を重ねていってほしいと思っています。
学校は学年の締めくくり，3学期です。6年生はあと3か月で本校を卒業し，中学校に進学するこ

とになります。また，1年生から5年生までは，次の学年へと進級することになります。それぞれの
学年でのまとめとなる大切な時期になりますので，一日一日を大切にしながら学校生活を送ってほ
しいと願っています。学校としても，子どもたちが各学年で身に付けるべき力をしっかりと身に付
けることができるよう指導や支援をしてまいります。そして，様々な教育活動を通して，学校教育
目標である「いのち やさしく かしこく やりぬく子」という本校のめざす子ども像に掲げてい
る力を一層伸ばしていけるよう取組を進めてまいります。
保護者の皆様，地域の皆様には，本年もこれまで同様，本校教育にご理解とご協力を賜りますよ

うようよろしくお願いいたします。

新年早々の地震，航空機事故では亡くなられた方々とご遺族の皆様に哀悼の意を表するととも
に，被災された方々にお見舞い申し上げます。

３学期最初の週，巡回で教室を回り
ますと，どの教室でも静かに，硬筆・
毛筆で書きぞめに取り組んでいる様子
が見られました。どの子も自分の納得
のいく作品を仕上げるために真剣に取
り組んでいました。冬休み中にもご家
庭でたくさんの練習に取り組んできた
ことと思いますが，その積み重ねで，
自分にとって最高の作品を書き上げる
ことができました。各教室に掲示して
ありますので，授業参観等でご来校の
の折にご覧ください。



大谷翔平選手からの三つの野球グローブが本
校にも届きました。１月１９日（金）の朝，贈
呈式を行いました。代表の６年生３名に渡され
実際にキャッチボールをしてみました。
野球グローブには大谷選手からの次のような

メッセージも添えられていました。（一部抜粋）

６年生の児童は，グローブを手にはめ，嬉しそうにしていました。今後，
使用ルールを決め，全校児童で活用していきます。使用しない際は，玄関
で保管しています。御来校の際は，是非手に取って御覧いただき，大谷選
手の思いを感じ取っていただけましたらと思います。

一つ目です。今年は辰年ですね。辰といえばドラゴン ドラゴンと言って
校長先生が一番最初に浮かぶのがこれ ドラゴンボールのシェンロンです。
漫画の中ではミスター・ポポがつくった龍の模型に地球の神が命を吹き込
み神龍（シェンロン）を呼ぶドラゴンボールを作りました。そのシェンロン
は７つのドラゴンボールを集めると出てきてくれて願いを叶えてくれますね。
みんなも今年は７つのがんばりたいことを決めて挑戦してほしいと思います。
そして願いを叶えてくれるシェンロンを呼び出せるよう一つ一つクリアーしていってください。
二つ目は自分も友だちも大切に考えられる人になってくださいということです。北小には１４

７人のお友だちがいます。そしてその１４７人は当たり前ですがみんな違います。今から言うこ
とに当てはまる人手を上げてくださいね。①猫が好きな人 ②３人兄弟の人 ③左利きの人 ④
辰年の人 ⑤今日が誕生日の人（一人いました）おめでとう 今５つ聞いたけど 全部手が上が
った人いますか？（いませんでした）たった５つの質問でも同じ人っていませんよね。「十人十
色」という言葉があります。聞いたことありますか？意味は，「性格やものの考え方，とらえ方
などは人によってそれぞれ異なること」です。「十人いれば十通りの色がある」とそれぞれが違
うことを色を用いて表した四字熟語です。意見や行動，感情なども人それぞれで，一律ではない
ことを表す際に使う言葉です。その中でも目に見えない感情はちょっとしたことでもものすごく
違います。例えば，「いじめ」に関してです。自分はそんなつもり無く言った言葉，自分はそう
言われても気にしない言葉であっても，言われた人にとって嫌な言葉であればそれは「いじめ」
となります。みんなもたまには学校に来たくない日もあるかもしれません。そのことをクリアー
する方法も人によって違います。自分の物差しで人の気持ちを決めないようにしてください。そ

して，みんなが楽しく学校にこれられるように相手のことを考えられる人になって
くださいね。

この三つの野球グローブは学校への寄付となります。
それ以上に私はこのグローブが，私達の次の世代に夢を与え，勇気づけ

るためのシンボルとなることを望んでいます。
それは，野球こそが，私が充実した人生を送る機会を与えてくれたスポ

ーツだからです。
このグローブを学校でお互いに共有し，野球を楽しんでもらうために，

私からこの個人的なメッセージを学校の生徒達に伝えていただければ幸い
です。
この機会に，グローブを寄贈させていただけることに感謝いたします。

野球しようぜ。 「大谷翔平」

右のＱＲコードから中道北小ホームページへアクセスして
いただいてもみることができます。http://www.nakamichikita-e.kofu-ymn.ed.jp/


